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令和３年３月１９日（金）

賞状伝達式 ～ 各分野でチャレンジする高朋生たち ～
○日本漢字能力検定

準２級 種谷 晃大 君（１Ａ）

３級 丸山 遼 君（１Ｂ） 中村 紀亮 君（１Ｃ）

○実用英語技能検定

２級 安田 直人 君（１Ｂ）

３級 田中 敏也 君（１Ａ）

４級 丸山 遼 君（１Ｂ） 中村 紀亮 君（１Ｃ）

○コンピュータサービス技能評価試験

３級ワープロ技士 松田 一花 さん（１Ｂ） 丸山 遼 君 （１Ｂ）

後期終業式 ～ 新たな一歩を踏み出す準備を ～
式辞で校長は、ホワイトボードに「惜別」の文字を表し、「『惜別』・・・それは、

その人が去って初めてその人の偉大さや

有り難みが分かるもの、また離れて初め

て大切な人と分かるものである。皆さん

も、また会いたくなる人になってほしい」

と伝え、さらに「この春休みは、新たな

一歩を踏み出す絶好のチャンス。希望に

満ちた新年度を迎えられるように」と励

ましました。

【春休みを新年度の助走期間に】

退任式 ～ 惜別 ～
今年度をもって、３名の教員が退任します。退任する先生から、お別れの言葉をいただ

きました。

須田 赳先生（５０年余り在職・数学）は「君たち、君たちの兄弟、そしてお父さん、

お母さんの卒業生に『ありがとう』と言いたい。『継続は力なり』努力することは財産に

なる」と伝えました。

小杉 美幸先生（２年在職・保健主事）は「人にはそれぞれよさがある。よさを見つけ

て、育てて、花を咲かせてほしい」と伝えました。

越本 陽三先生（２年在職・地歴公民）は、「体験を豊かにするような高校生活を送っ

てほしい」と伝えました。

在校生を代表して長谷川浩二君が、それぞれの先生に心を込めて感謝の意を述べました。


